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河
川
の
愛
護
に

　
　
　
　
　
信
濃
川
愛
護
組
合
等
連
合
会
が
発
足

　
中
条
地
区
信
濃
川
愛
護
組
合
等
信

濃
川
沿
線
の
各
地
区
愛
護
組
合
（
九

組
合
）
は
、
水
害
予
防
及
び
河
川
愛

護
に
関
し
相
互
協
力
し
よ
う
と
去
る

八
月
二
十
二
日
、
十
日
町
市
信
濃
川

愛
護
組
合
等
連
合
会
（
会
長
近
藤
雄

四
郎
）
を
結
成
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
災
害
時
の
情
報
の
収
集

伝
達
、
河
川
改
修
の
早
期
実
現
等
を

関
係
機
関
に
働
き
か
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
市
内
の
各
河
川
に

つ
い
て
、
河
川
愛
護
を
目
的
と
し
て

濾
q
婁

　
九
月
は
固
定
資
産
税
第
三

期
分
の
納
期
で
す
。

ガし

こ
い
消
費
者
⑯

　
も

　
　
　
　
食
晶
溝
加
物

　
　
　
○
食
品
溝
加
物

　
ジ

　
　
　
　
食
品
の
製
造
、
加
工
、
保

　
　
　
存
の
目
的
で
使
用
す
る
も
の

祭
講
戦
器
’

織讐ら
川
麟
診

⇔
川
灘
叢

彦
〃
養
諦
恥

組
織
さ
れ
て
い
る
団
体
が
あ
る
と
き

は
、
市
役
所
総
務
課
魯
七
i
三
二

一
番
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

奥
さ
ん
、
税
金
の
勉
強
も

　
た
と
え
ば
、
奥
さ
ん
が
バ
ー
ト
で

七
十
六
万
円
を
超
え
る
収
入
が
あ
れ

ば
税
金
が
か
か
り
ま
す
。
そ
れ
以
下

は
税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
（
収
入
が

ヒ
十
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
、
所
得
税

の
配
偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
）

　
事
業
の
場
合
は
…

　
青
色
申
告
し
て
い
る
主
人
の
商
売

に
奥
さ
ん
も
従
事
し
て
い
る
と
き
、

「
青
色
専
従
者
給
与
に
関
す
る
届
出

書
」
に
記
載
さ
れ
た
金
額
の
範
囲
で

事
業
の
必
要
経
費
に
な
り
ま
す
。
な

お
、
白
色
申
告
の
場
合
は
、
事
業
専

従
者
と
し
て
四
十
万
円
だ
け
認
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
税
務
署
）

　
収
穫
期
の
火
災
予
防
を

　
例
年
、
秋
の
取
り
入
れ
時
期
に
な
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り
ま
す
と
、
乾
燥
機
等
の
整
備
不
良

や
取
扱
い
の
不
始
末
等
で
火
災
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
乾
燥
機
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、

火
災
の
未
然
防
止
に
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

労
働
委
員
会
創
設
三
十

周
年
記
念
論
文
募
集

　
労
働
委
員
会
創
設
三
十
周
年
を
記

念
し
、
労
働
委
員
会
制
度
又
は
労
使

関
係
に
関
す
る
論
文
を
つ
ぎ
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

O
応
募
資
格
　
労
使
関
係
者
及
び
労

　
働
関
係
の
業
務
に
携
っ
て
い
る
人

○
テ
ー
マ
　
労
働
委
員
会
制
度
又
は

　
労
使
関
係
に
関
す
る
も
の

○
論
文
の
内
容
　
四
百
字
詰
め
原
稿

　
用
紙
五
十
枚
以
内
。
外
に
、
論
文

　
の
要
旨
、
執
筆
に
当
っ
て
の
問
題

　
意
識
等
を
箇
条
書
き
に
し
、
四
百

字
詰
め
原
稿
用
紙
、
二
枚
位
に
取
り

　
ま
と
め
、
添
付
の
こ
と

○
論
文
提
出
先
　
昭
和
五
十
年
九
月

　
末
日
ま
で
に
、
〒
6
五
東
京
都
港

　
区
芝
公
園
一
丁
目
五
番
一
．
一
十
、
一
号

　
中
央
労
働
委
員
会
事
務
局
文
書
課

　
へ　

　
警
察
官
を
募
集

　
明
春
四
月
採
用
の
新
潟
県
警
察
官

（
高
卒
程
度
）
の
採
用
試
験
を
つ
ぎ

の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

　
受
験
資
格
　
昭
和
五
十
一
年
四
月

一
日
現
在
で
十
八
歳
以
上
二
十
八
歳

未
満
の
男
子
。
た
だ
し
高
卒
程
度
の

学
力
が
あ
れ
ば
学
歴
を
問
わ
な
い
。

　
受
付
期
間
九
月
二
十
七
日
ま
で

第
一
次
試
験
十
月
五
日
、
第
二
次
試

験
十
一
月
中
旬

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
十
日
町
警
察

署
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
電
波
障
害
で
お
悩
み
の

　
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
連
盟
で
は

十
月
一
日
～
三
十
一
日
ま
で
を
電
波

障
害
一
掃
運
動
の
一
つ
と
し
て
、
電

波
障
害
の
苦
情
を
受
け
つ
け
調
査
し
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ま
す
。
ラ
ジ
オ
や
ス
テ
レ
オ
に
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
の
電
波
が
混
信
す
る
。

テ
レ
ビ
の
画
面
が
乱
れ
る
。
こ
ん
な

電
波
障
害
に
お
悩
み
の
方
は
、
担
当

委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
（
担
当
委
員
）
栗
林
道
夫
　
市
内

　
中
条
北
原
　
曾
七
1
0
四
一
四
番

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
▽
阿
部
米
吉
…
…
十
万
円
▽
山
田

武
夫
（
香
典
返
し
）
…
…
三
万
円
▽

春
日
市
長
…
…
一
万
円
▽
匿
名
…
－

四
千
五
百
円
▽
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
十

日
町
第
一
団
（
代
表
矢
口
和
弘
）

…
…
四
万
千
二
百
七
十
四
円
▽
関
口

文
二
郎
（
憩
い
の
家
へ
）
…
…
大
型

電
気
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
▽
小
嶋
屋
そ
ば

店
（
四
ツ
宮
公
園
へ
）
…
…
回
転
く

ず
入
れ

　
母
子
栄
養
食
品
〔
ミ
、
ル
ク
〕

　
を
支
給

　
市
保
健
課
は
、
前
年
分
の
所
得
税

　　食生活改善推進委員会「やまな会」は

　　　　料理実習に猛勉強
　市保健課は、このほど健康づくりσ）6一〕の食品の摂取

状態を調査した結果、特に緑黄色野菜は必要量の76％

（冬期は47％）と不足していることがわかりまし1こ。

　成人病予防のため、緑黄色野菜にもっと目を向けよ
うと、食生活改善推進委員会「やまな会」は・緑黄色の濃

い野菜をとり入れた料理実習に猛勉強。各地域の主婦

を対象にその普及につとめています。

非
課
税
世
帯
の
妊
産
婦
・
乳
児
に
対

し
て
、
栄
養
食
品
（
ミ
ル
ク
）
を
無

償
で
支
給
し
て
い
ま
す
が
、
九
月
一

日
か
ら
受
給
月
を
過
ぎ
た
場
合
は
、

支
給
し
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
な
お
、
支
給
対

象
者
は
、
母
子
健
康
手
帳
、
印
か
ん

を
持
参
の
う
え
、
毎
月
一
日
～
十
五

日
ま
で
に
受
け
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
停
電
の
お
し
ら
せ

　
▽
九
月
二
十
五
日
…
…
北
新
田
の

一
部
～
城
之
古
東
町
の
一
部
、
午
前

九
時
～
正
午
ま
で
▽
九
月
二
十
六
日

…
…
高
田
町
五
の
一
部
～
高
山
第
三

～
高
山
第
四
の
一
部
、
午
前
九
時
～

午
後
一
時
ま
で
▽
九
月
三
十
日
…

高
田
町
一
の
一
部
～
高
田
町
二
～
七

軒
町
～
昭
和
町
二
～
昭
和
町
三
の
一

部
～
昭
和
町
一
の
一
部
～
泉
町
～
栄

町
～
丸
山
町
の
一
部
～
高
田
町
三
南
、

東
～
高
田
町
三
西
の
一
部
、
午
前
八

時
～
午
後
二
時
ま
で

211．44K㎡（8月1日現在）11，528／面積50，372人（男24，495・女25，877）／世帯数■市勢／人口

ふるさとに生きる

lO！論
　　　　□228号□

秋轟堂軸舗瓢
　　　　　　　㌔嬉
　　黒沢栗生産協同組合（柳幸作組合長）のくり団地では、秋の味覚くりの
　出荷に追われています　　。
　　柳和賀子・井ロフサ（大黒沢）さんは、「ことしは、台風も来なかったし、
　豊作だぜの」と作業の手を休めて思わずにっこり。
　　こうして集められたくりは、五㌔の箱詰めで、主として新潟・長岡方面
　に出荷されています。
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度を新制冬期集落保安要員

38集落30人を委嘱

　まもなく、きびしい冬がやってきます。例年、冬期

間は道路交通確保に懸命な努力が続けられます。し

かし、山間豪雪地域では除雪が不可能な地域が多く、

その生活環境は著しく不安な状態におかれることも

少なくありません。

　市では、このような辺地住民の安全と生活環境の

維持向上をはかろうと、冬期集落保安要員制度を去

る9月17日から開かれた市議会定例会で提案、可決さ

れました。今月は辺地住民にとって、明るいニュース

と思われる同制度の概要をお知らせします。

冬期間は、機械除雪、圧雪

人力による雪道つけなど
市民の足の確保に懸命。

㊤……人力による雪道つけ
　　　　　　　　　（長里地内）

㊦……圧雪車による雪道つけ
　　　　　（50年1月願入地内）

　
本
市
の
場
合
、
特
に
山
間
地
域
で

は
豪
雪
時
に
道
路
が
閉
鎖
さ
れ
孤
立

状
態
と
な
る
集
落
も
あ
り
、
こ
れ
ら

の
集
落
は
通
勤
通
学
を
は
じ
め
、
日

常
の
生
活
物
資
の
調
達
や
医
療
、
教

育
、
消
防
活
動
そ
の
他
の
社
会
活
動

が
ま
ひ
状
態
と
な
り
、
豪
雪
に
よ
る

住
居
家
屋
の
被
害
や
生
命
の
危
険
な

ど
も
加
わ
っ
て
、
そ
の
生
活
環
境
は

著
し
く
不
安
状
態
に
お
か
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
冬
期
間
孤
立
状
態

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
集
落
を
対
象
に

市
で
は
、
住
民
の
安
全
と
生
活
環
境

の
維
持
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
冬
期
集
落
保
安
要
員
制
度
を

新
設
。
去
る
九
月
十
七
日
か
ら
開
か

れ
た
市
議
会
第
三
回
定
例
会
で
冬
期

集
落
保
安
要
員
設
置
条
例
（
昭
和
五

十
年
十
二
月
一
日
施
行
）
を
可
決
し

ま
し
た
。

　
保
安
要
員
を
設
置
す
る
集
落
（
別

表
の
と
お
り
）
は
、
数
人
の
徒
歩
に
よ

る
強
行
ラ
ッ
セ
ル
を
行
な
っ
て
も
、

郵
便
物
や
生
活
物
資
の
搬
入
が
極
め

て
困
難
と
な
る
三
十
八
集
落
と
な
り
、

市
で
は
、
各
集
落
の
市
政
事
務
嘱
託

員
等
の
意
見
を
聞
き
、
三
十
人
の
保

安
要
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
設
置
期

間
は
、
毎
年
十
二
月
一
日
か
ら
翌
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
四
ヵ
月
間
で

身
分
は
非
常
勤
の
嘱
託
買
。

保
安
要
員
の
仕
事
は

口
当
該
集
落
の
主
要
生
活
道
路
の

う
ち
、
市
長
の
指
定
す
る
区
間
の
圧

雪
。

　
■
自
ら
の
資
力
及
び
労
力
に
よ
り
、

除
雪
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
な
い
生

活
保
護
世
帯
等
の
う
ち
か
ら
市
長
が

指
定
し
た
世
帯
の
除
雪
援
助
。

　
■
集
落
内
に
救
急
患
者
が
発
生
し

た
と
き
は
、
医
療
機
関
ま
で
の
患
者

の
輸
送
ま
た
は
医
師
の
往
診
の
送
迎

に
協
力
す
る
業
務
。

　
■
前
各
号
に
定
め
る
ほ
か
市
長
が

必
要
と
認
め
る
業
務
。
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
制
度
の
運
用
で
、
地

域
の
共
同
責
任
と
し
て
実
施
し
て
き

た
善
良
な
協
力
的
慣
習
が
失
わ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

収
入
役
に
樋
熊
良
作
氏

　
酒
井
収
入
役
は
、
病
気
の
た
め
、

去
る
九
月
十
二
日
辞
表
を
提
出
受
理

さ
れ
ま
し
た
。
春
日
市
長
は
、
新
収

入
役
に
樋
熊
良
作
氏
（
市
税
務
課
長
）

対
象
集
落
及
び
人
員

対象集落名 人員 対象集落名 人員

津　　池 1人 中　　平 1人

菅沼・大池 1人 名ケ山 1人

赤　　倉 1人 慶　　地 1人

魚之田1 i 1人 二　　子 1人

灘1 1人

願　　入

塩　　野

1人

1人

小　　貫 1人 池之尻 1人

東枯木又 1人
漆　　島 1人

池　　沢 1人

西枯木又 1人

野　　中 1人

三ツ山・高場 1人

鍬柄沢 1人

上田原 1人

当　　間 1人

池谷・入山 1人

二俣口 1人

船　　坂 1人

南　　雲 1人

塩ノ又 1人
珠川第11

鉢 1人 壕ll 1人

中　　手 1人 〃第41

間
「
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
基
本
に
、
精
い

っ
ぱ
い
職
務
を
ま
っ
と
う
し
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
略
歴

　
張
家
国
鉄
路
学
院
車
掌
科
修
業
、

市
議
会
事
務
局
長
、
市
教
委
庶
務
課

長
、
市
市
民
課
長
、
市
税
務
課
長
な

ど
歴
任
。
五
十
五
歳
。
現
住
所
中

条
中
町
。

鰻叢三万四

重
更
人

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
九
月

十
日
現
在
で
選
挙
人
名
簿
の
調
整
を

行
な
い
ま
し
た
が
、
登
録
者
数
は
、

三
万
四
千
五
百
十
八
人
と
前
年
よ
り

三
百
三
十
五
人
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。

を
選
任
。
去
る
九
月
十
七
日
開
か
れ

た
第
三
回
市
議
会
定
例
会
に
提
案
同

意
さ
れ
ま
し
た
。
樋
熊
収
入
役
は
、

九
月
二
十
日
付
で
就
任
。
今
後
四
年
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　　力作がいっばい
　児童生徒発明工夫作晶展
　9月27日、28日の両日、市民会館で郡市内の児

童生徒発明工夫模型工夫作品展が開かれました。

これは、十日町地区理科教育センターが主儒し

たもので、各学校から選ばれた50点の作品がズ

ラリ並び、アイデアいっばいの作品は、見学者

の目を楽しませていました。なかでもアイデァ

黒板、改良とりかご、三段式竹馬など発明協会

から優秀作品と折紙がつけられました。

地区名 男 女 計

人 人 人

十日町 4，490 5，350 9，840

中条 3，542 3，768 7，310

川治 2，652 2，889 5，541

六箇 376 372 748

吉田 1，455 1，496 2，951

下条 1，505 1，609 3，n4

水沢 2，415 2，599 5，014

人 人 人

計 16，435 18，083 34，518

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弱
点
の
作
晶
は
、
ど
れ
を
見
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い
／
市
民
会
館
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適
正
通
学
区
設
定
を
答
申

　
　
　
　
市
立
小
中
学
校
学
区
審
議
会

　
市
立
小
中
学
校
学
区
審
議
会
（
須

藤
誠
也
会
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど
市
教

委
に
「
市
立
小
中
学
校
に
お
け
る
適

正
学
区
の
設
定
に
つ
い
て
」
第
一
次

答
申
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
答
申
に
よ
る
と
、
本
市
の
教
育
環

境
は
、
社
会
増
地
域
で
は
、
校
舎
施

設
の
需
要
が
増
大
し
、
一
方
過
疎
地

は
児
童
生
徒
の
減
少
に
よ
る
学
校
施

設
の
効
率
的
利
用
が
漸
減
さ
れ
る
な

ど
教
育
環
境
が
悪
化
し
て
き
た
た
め
、

今
年
度
発
足
し
た
西
小
学
校
新
設
を

機
に
学
区
を
改
編
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

適
正
通
学
区
の
設
定

　
通
学
区
は
、
「
児
童
生
徒
の
住
所
地

に
よ
る
地
域
区
分
に
よ
っ
て
、
行
な

わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
通
学
区
を
定

め
る
場
合
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
、

一一

特
定
な
学
校
へ
の
集
中
を
避
け
、
過

大
な
学
級
を
防
ぐ
な
ど
適
切
な
学
区

環
境
の
中
で
教
育
が
行
な
わ
れ
る
」

こ
と
を
基
本
に
し
て
い
ま
す
。

　
小
学
校
に
つ
い
て

　
西
小
学
校

　
十
日
町
小
と
川
治
小
を
分
離
し
、

別
位
置
に
設
置
さ
れ
る
西
小
学
校
の

学
区
は
、
東
は
国
鉄
飯
山
線
、
西
は

信
濃
川
を
境
界
に
、
南
北
は
そ
れ
ぞ

れ
川
治
川
と
田
川
で
区
切
る
こ
と
と

し
、
昭
和
五
十
年
一
月
定
め
ら
れ
た

「
市
立
小
学
校
の
通
学
区
域
に
関
す

る
規
則
」
の
通
り
と
す
る
こ
と
が
至

当
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

同
小
の
児
童
は
、
卒
業
後
は
南
中
に

進
学
す
る
こ
と
と
し
、
現
在
の
五
年

生
が
卒
業
す
る
昭
和
五
十
二
年
三
月

か
ら
、
そ
の
措
置
を
取
る
こ
と
が
妥

当
と
し
て
い
る
。

　
東
小
学
校

　
東
小
学
校
の
学
区
及
び
同
校
児
童

の
中
学
校
へ
の
進
学
は
、
現
状
の
と

お
り
と
す
る
。

　
中
学
校
に
つ
い
て

　
十
日
町
中
学
校

　
現
在
の
通
学
区
か
ら
西
小
学
校
通

学
区
を
除
く
学
区
と
、
東
小
学
校
通

学
区
中
従
前
か
ら
十
日
町
中
学
校
に

通
学
し
て
い
た
新
座
地
域
と
す
る
。

　
中
条
中
学
校
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松
水
獣
処
理
場
用
地
な
ど
買
入
れ

　
　
　
　
　
　
第
三
回
市
議
会
定
例
会

　
市
議
会
定
例
会
は
、
去
る
九
月
十

七
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
開
か
れ
、

二
十
議
案
を
可
決
、
請
願
二
十
八
件

を
採
択
、
四
件
を
継
続
審
査
と
し
ま

し
た
。

　
議
決
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、
公
共

下
水
道
終
末
処
理
場
用
地
（
四
万
八

千
五
百
十
一
・
九
平
方
灯
）
の
買
入

れ
、
冬
期
集
落
保
安
要
員
設
置
条
例

制
定
、
昭
和
五
十
年
度
市
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
で
す
。
ま
た
、
収
入
役

に
樋
熊
良
作
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
、
教
育
委
員
会
委
員
樋
口
熊
蔵

氏
を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。
議
決
さ
れ
た
意
見
書
は
、
地
方

財
政
の
危
機
打
開
及
び
国
保
制
度
改

善
と
財
政
強
化
に
関
す
る
意
見
書
・

付
加
価
値
税
新
設
に
関
す
る
意
見
書

等
で
す
が
、
そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
　
一

関
雛
籍
総
銚
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

公
共
下
水
道
葉
処
理
場
用
弩
…

本
町
西
線
西
側
（
字
行
塚
寅
乙
二
七
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
騨

八
－
一
の
外
一
一
九
筆
）
で
、
四
万
八

千
五
百
十
一
・
九
平
方
灯
を
三
億
七

千
四
百
二
十
六
万
九
千
三
百
八
円
で

購
入
す
る
も
の
で
す
。
終
末
処
理
場

は
、
公
共
下
水
道
事
業
の
中
枢
機
能

を
果
た
す
も
の
で
、
こ
の
用
地
を
確

保
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
共
下
水

道
の
建
設
に
大
き
な
第
一
歩
を
踏
み

だ
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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適
正
規
模
に
よ
る
教
育
環
境
の
一

層
の
整
備
を
図
る
た
め
、
現
状
の
ま

ま
と
す
る
。

　
南
中
学
校

　
現
在
の
通
学
区
に
、
西
小
学
校
の

全
学
区
と
す
る
。

　
な
お
、
過
疎
化
の
た
め
、
適
正
規

模
の
維
持
が
出
来
な
く
な
っ
て
き
た

中
学
校
分
校
の
統
合
は
、
教
科
担
任

制
に
よ
る
必
要
教
員
数
の
確
保
が
困

難
な
実
情
か
ら
、
本
校
に
統
合
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
て
い
ま
す
。

章
・
校
歌
を
募
集

　
　
　
市
立
西
小
学
校
で

　
西
小
学
校
P
T
A
設
立
準
備
委
員

会
で
は
、
昭
和
五
十
一
年
四
月
開
校

予
定
の
西
小
学
校
の
校
章
、
校
歌
を

制
定
す
る
た
め
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
及

び
作
詞
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
募
集
種
目

▽
校
章
、
校
歌
と
も
西
小
学
校
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で

未
発
表
の
も
の
。

　
▽
応
募
点
数
は
制
限
し
ま
せ
ん
が
、

一
点
ご
と
に
住
所
、
氏
名
、
職
業
、
年

齢
を
明
記
。
作
品
は
、
一
部
修
正
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
著
作
権
は
学
校
に
帰
属
し
ま

す
。

　
▽
し
め
き
り
は
十
月
三
十
一
日

　
▽
あ
て
先
は
、
市
教
育
委
員
会
事

務
局
内
「
西
小
募
集
係
」
　
（
千
歳
町

三
丁
目
）
▽
賞
金
は
入
選
一
点
五
万

円
、
佳
作
三
点
各
一
万
円
。

ゆ
き
つ
ば
き
号
で
の
商
品
テ
ス
ト

　
　
　
　
（
9
月
2
9
日
・
市
民
体
育
館
前
）

三
・
8
。
呂
畠
3
。
．
2
0
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…
5
2
…
●
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邑
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－
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明
日
の
十
日
町
を
考
え
よ
う

　
　
　
　
青
少
協
で
青
年
議
会
を
開
催

　
青
年
は
、
目
先
き
の
こ
と
ば
か
り

で
な
く
、
心
の
原
点
に
た
っ
て
、
社

会
あ
る
い
は
自
分
自
身
を
考
え
る
こ

と
が
必
要
で
は
…
。
こ
ん
な
願
い
か

ら
、
青
少
年
連
絡
協
議
会
で
は
、
つ

ぎ
の
と
お
り
青
年
議
会
を
計
画
し
ま

し
た
。
こ
の
青
年
議
会
は
、
他
市
町

村
で
行
な
わ
れ
て
い
る
議
会
運
営
等

に
つ
い
て
の
み
学
習
す
る
模
擬
議
会

と
異
な
り
、
明
日
の
十
日
町
市
の
前

進
の
た
め
の
建
設
的
な
意
見
等
を
市

当
局
や
有
識
者
を
交
え
て
発
表
討
議

し
、
問
題
の
解
決
の
糸
口
を
見
い
出

し
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
主
催
者
側
で
は
、
多
数
の
一
般
市

民
の
参
加
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　
と
き
　
十
一
月
三
十
日
（
日
）
午
前

　
　
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時
ま
で

　
と
こ
ろ
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

1　かしこい消費者に変身
1新潟県消費生瀧ン外の移動消費生瀧ン外車

三「ゆきつばき号」がこのほど来市。去る9月29日から10
き

ζ月1日の3日間、市内4か所で店開きしました。
1どの会場も主耽ちの参加が多く、商品テストや消

；費者をとりまく経済問題、日常心がけたいことなどの

；話に熱心に耳を傾けていましだ。
1このr礎つばき号」は、県の消費生活センターを利

1用できない遠隔地の人々のために設けられたものです。

　
青
年
議
会
は
、
討
論
会
形
式
で
、

当
日
の
質
問
者
を
男
二
十
名
、
女
十

名
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
質
間
内

容
は
、
現
状
に
対
す
る
不
平
不
満
だ

け
に
終
る
だ
け
で
な
く
、
よ
り
建
設

的
な
も
の
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
答

弁
は
、
市
長
、
関
係
課
長
及
び
有
識

者
が
あ
た
り
ま
す
が
、
こ
の
会
を
ス

ム
；
ズ
に
運
営
す
る
た
め
、
参
加
者

は
、
事
前
研
修
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
質
問
者
は
十
五
歳
か
ら
二

十
九
歳
ま
で
の
青
年
男
女
を
対
象
に

し
て
い
ま
す
が
、
希
望
者
は
、
氏
名
、

住
所
、
年
齢
、
職
業
、
連
絡
先
、
性

別
、
質
問
要
旨
（
テ
ー
マ
）
を
明
記

の
う
え
、
十
月
二
十
日
ま
で
に
青
年

議
会
実
行
委
員
会
（
市
公
民
館
内
曾

七
－
五
〇
一
一
番
）
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
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度を新制冬期集落保安要員

38集落30人を委嘱

　まもなく、きびしい冬がやってきます。例年、冬期

間は道路交通確保に懸命な努力が続けられます。し

かし、山間豪雪地域では除雪が不可能な地域が多く、

その生活環境は著しく不安な状態におかれることも

少なくありません。

　市では、このような辺地住民の安全と生活環境の

維持向上をはかろうと、冬期集落保安要員制度を去

る9月17日から開かれた市議会定例会で提案、可決さ

れました。今月は辺地住民にとって、明るいニュース

と思われる同制度の概要をお知らせします。

冬期間は、機械除雪、圧雪

人力による雪道つけなど
市民の足の確保に懸命。

㊤……人力による雪道つけ
　　　　　　　　　（長里地内）

㊦……圧雪車による雪道つけ
　　　　　（50年1月願入地内）

　
本
市
の
場
合
、
特
に
山
間
地
域
で

は
豪
雪
時
に
道
路
が
閉
鎖
さ
れ
孤
立

状
態
と
な
る
集
落
も
あ
り
、
こ
れ
ら

の
集
落
は
通
勤
通
学
を
は
じ
め
、
日

常
の
生
活
物
資
の
調
達
や
医
療
、
教

育
、
消
防
活
動
そ
の
他
の
社
会
活
動

が
ま
ひ
状
態
と
な
り
、
豪
雪
に
よ
る

住
居
家
屋
の
被
害
や
生
命
の
危
険
な

ど
も
加
わ
っ
て
、
そ
の
生
活
環
境
は

著
し
く
不
安
状
態
に
お
か
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
冬
期
間
孤
立
状
態

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
集
落
を
対
象
に

市
で
は
、
住
民
の
安
全
と
生
活
環
境

の
維
持
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
冬
期
集
落
保
安
要
員
制
度
を

新
設
。
去
る
九
月
十
七
日
か
ら
開
か

れ
た
市
議
会
第
三
回
定
例
会
で
冬
期

集
落
保
安
要
員
設
置
条
例
（
昭
和
五

十
年
十
二
月
一
日
施
行
）
を
可
決
し

ま
し
た
。

　
保
安
要
員
を
設
置
す
る
集
落
（
別

表
の
と
お
り
）
は
、
数
人
の
徒
歩
に
よ

る
強
行
ラ
ッ
セ
ル
を
行
な
っ
て
も
、

郵
便
物
や
生
活
物
資
の
搬
入
が
極
め

て
困
難
と
な
る
三
十
八
集
落
と
な
り
、

市
で
は
、
各
集
落
の
市
政
事
務
嘱
託

員
等
の
意
見
を
聞
き
、
三
十
人
の
保

安
要
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
設
置
期

間
は
、
毎
年
十
二
月
一
日
か
ら
翌
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
四
ヵ
月
間
で

身
分
は
非
常
勤
の
嘱
託
買
。

保
安
要
員
の
仕
事
は

口
当
該
集
落
の
主
要
生
活
道
路
の

う
ち
、
市
長
の
指
定
す
る
区
間
の
圧

雪
。

　
■
自
ら
の
資
力
及
び
労
力
に
よ
り
、

除
雪
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
な
い
生

活
保
護
世
帯
等
の
う
ち
か
ら
市
長
が

指
定
し
た
世
帯
の
除
雪
援
助
。

　
■
集
落
内
に
救
急
患
者
が
発
生
し

た
と
き
は
、
医
療
機
関
ま
で
の
患
者

の
輸
送
ま
た
は
医
師
の
往
診
の
送
迎

に
協
力
す
る
業
務
。

　
■
前
各
号
に
定
め
る
ほ
か
市
長
が

必
要
と
認
め
る
業
務
。
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
制
度
の
運
用
で
、
地

域
の
共
同
責
任
と
し
て
実
施
し
て
き

た
善
良
な
協
力
的
慣
習
が
失
わ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

収
入
役
に
樋
熊
良
作
氏

　
酒
井
収
入
役
は
、
病
気
の
た
め
、

去
る
九
月
十
二
日
辞
表
を
提
出
受
理

さ
れ
ま
し
た
。
春
日
市
長
は
、
新
収

入
役
に
樋
熊
良
作
氏
（
市
税
務
課
長
）

対
象
集
落
及
び
人
員

対象集落名 人員 対象集落名 人員

津　　池 1人 中　　平 1人

菅沼・大池 1人 名ケ山 1人

赤　　倉 1人 慶　　地 1人

魚之田1 i 1人 二　　子 1人

灘1 1人

願　　入

塩　　野

1人

1人

小　　貫 1人 池之尻 1人

東枯木又 1人
漆　　島 1人

池　　沢 1人

西枯木又 1人

野　　中 1人

三ツ山・高場 1人

鍬柄沢 1人

上田原 1人

当　　間 1人

池谷・入山 1人

二俣口 1人

船　　坂 1人

南　　雲 1人

塩ノ又 1人
珠川第11

鉢 1人 壕ll 1人

中　　手 1人 〃第41

間
「
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
基
本
に
、
精
い

っ
ぱ
い
職
務
を
ま
っ
と
う
し
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
略
歴

　
張
家
国
鉄
路
学
院
車
掌
科
修
業
、

市
議
会
事
務
局
長
、
市
教
委
庶
務
課

長
、
市
市
民
課
長
、
市
税
務
課
長
な

ど
歴
任
。
五
十
五
歳
。
現
住
所
中

条
中
町
。

鰻叢三万四

重
更
人

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
九
月

十
日
現
在
で
選
挙
人
名
簿
の
調
整
を

行
な
い
ま
し
た
が
、
登
録
者
数
は
、

三
万
四
千
五
百
十
八
人
と
前
年
よ
り

三
百
三
十
五
人
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。

を
選
任
。
去
る
九
月
十
七
日
開
か
れ

た
第
三
回
市
議
会
定
例
会
に
提
案
同

意
さ
れ
ま
し
た
。
樋
熊
収
入
役
は
、

九
月
二
十
日
付
で
就
任
。
今
後
四
年
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　　力作がいっばい
　児童生徒発明工夫作晶展
　9月27日、28日の両日、市民会館で郡市内の児

童生徒発明工夫模型工夫作品展が開かれました。

これは、十日町地区理科教育センターが主儒し

たもので、各学校から選ばれた50点の作品がズ

ラリ並び、アイデアいっばいの作品は、見学者

の目を楽しませていました。なかでもアイデァ

黒板、改良とりかご、三段式竹馬など発明協会

から優秀作品と折紙がつけられました。

地区名 男 女 計

人 人 人

十日町 4，490 5，350 9，840

中条 3，542 3，768 7，310

川治 2，652 2，889 5，541

六箇 376 372 748

吉田 1，455 1，496 2，951

下条 1，505 1，609 3，n4

水沢 2，415 2，599 5，014

人 人 人

計 16，435 18，083 34，518

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弱
点
の
作
晶
は
、
ど
れ
を
見
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い
／
市
民
会
館

甲
o
l
l
I
I
巴
1
ー
唇
l
1
1
瞳
5
0
1
1
1
1
1
1
1
6
1
1
1
5
ー
曇
l
I
l
I
I
I
I
o
g
I
I
唇
I
1
9
1
－
o
o
g
l
I
l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　葡　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　曹　　　　　　　　〇　　　　　　　　一　　　　　　　9　　　　　　一　　　　　　一　　　　　，　　　　　一　　　　一　　　　一　　　，　　　一　　一　一　一一〇

（第3種郵便物認可）昭和50年10月10日と」墜∬’3（3）

適
正
通
学
区
設
定
を
答
申

　
　
　
　
市
立
小
中
学
校
学
区
審
議
会

　
市
立
小
中
学
校
学
区
審
議
会
（
須

藤
誠
也
会
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど
市
教

委
に
「
市
立
小
中
学
校
に
お
け
る
適

正
学
区
の
設
定
に
つ
い
て
」
第
一
次

答
申
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
答
申
に
よ
る
と
、
本
市
の
教
育
環

境
は
、
社
会
増
地
域
で
は
、
校
舎
施

設
の
需
要
が
増
大
し
、
一
方
過
疎
地

は
児
童
生
徒
の
減
少
に
よ
る
学
校
施

設
の
効
率
的
利
用
が
漸
減
さ
れ
る
な

ど
教
育
環
境
が
悪
化
し
て
き
た
た
め
、

今
年
度
発
足
し
た
西
小
学
校
新
設
を

機
に
学
区
を
改
編
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

適
正
通
学
区
の
設
定

　
通
学
区
は
、
「
児
童
生
徒
の
住
所
地

に
よ
る
地
域
区
分
に
よ
っ
て
、
行
な

わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
通
学
区
を
定

め
る
場
合
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
、

一一

特
定
な
学
校
へ
の
集
中
を
避
け
、
過

大
な
学
級
を
防
ぐ
な
ど
適
切
な
学
区

環
境
の
中
で
教
育
が
行
な
わ
れ
る
」

こ
と
を
基
本
に
し
て
い
ま
す
。

　
小
学
校
に
つ
い
て

　
西
小
学
校

　
十
日
町
小
と
川
治
小
を
分
離
し
、

別
位
置
に
設
置
さ
れ
る
西
小
学
校
の

学
区
は
、
東
は
国
鉄
飯
山
線
、
西
は

信
濃
川
を
境
界
に
、
南
北
は
そ
れ
ぞ

れ
川
治
川
と
田
川
で
区
切
る
こ
と
と

し
、
昭
和
五
十
年
一
月
定
め
ら
れ
た

「
市
立
小
学
校
の
通
学
区
域
に
関
す

る
規
則
」
の
通
り
と
す
る
こ
と
が
至

当
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

同
小
の
児
童
は
、
卒
業
後
は
南
中
に

進
学
す
る
こ
と
と
し
、
現
在
の
五
年

生
が
卒
業
す
る
昭
和
五
十
二
年
三
月

か
ら
、
そ
の
措
置
を
取
る
こ
と
が
妥

当
と
し
て
い
る
。

　
東
小
学
校

　
東
小
学
校
の
学
区
及
び
同
校
児
童

の
中
学
校
へ
の
進
学
は
、
現
状
の
と

お
り
と
す
る
。

　
中
学
校
に
つ
い
て

　
十
日
町
中
学
校

　
現
在
の
通
学
区
か
ら
西
小
学
校
通

学
区
を
除
く
学
区
と
、
東
小
学
校
通

学
区
中
従
前
か
ら
十
日
町
中
学
校
に

通
学
し
て
い
た
新
座
地
域
と
す
る
。

　
中
条
中
学
校
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松
水
獣
処
理
場
用
地
な
ど
買
入
れ

　
　
　
　
　
　
第
三
回
市
議
会
定
例
会

　
市
議
会
定
例
会
は
、
去
る
九
月
十

七
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
開
か
れ
、

二
十
議
案
を
可
決
、
請
願
二
十
八
件

を
採
択
、
四
件
を
継
続
審
査
と
し
ま

し
た
。

　
議
決
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、
公
共

下
水
道
終
末
処
理
場
用
地
（
四
万
八

千
五
百
十
一
・
九
平
方
灯
）
の
買
入

れ
、
冬
期
集
落
保
安
要
員
設
置
条
例

制
定
、
昭
和
五
十
年
度
市
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
で
す
。
ま
た
、
収
入
役

に
樋
熊
良
作
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
、
教
育
委
員
会
委
員
樋
口
熊
蔵

氏
を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。
議
決
さ
れ
た
意
見
書
は
、
地
方

財
政
の
危
機
打
開
及
び
国
保
制
度
改

善
と
財
政
強
化
に
関
す
る
意
見
書
・

付
加
価
値
税
新
設
に
関
す
る
意
見
書

等
で
す
が
、
そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
　
一

関
雛
籍
総
銚
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

公
共
下
水
道
葉
処
理
場
用
弩
…

本
町
西
線
西
側
（
字
行
塚
寅
乙
二
七
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
騨

八
－
一
の
外
一
一
九
筆
）
で
、
四
万
八

千
五
百
十
一
・
九
平
方
灯
を
三
億
七

千
四
百
二
十
六
万
九
千
三
百
八
円
で

購
入
す
る
も
の
で
す
。
終
末
処
理
場

は
、
公
共
下
水
道
事
業
の
中
枢
機
能

を
果
た
す
も
の
で
、
こ
の
用
地
を
確

保
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
共
下
水

道
の
建
設
に
大
き
な
第
一
歩
を
踏
み

だ
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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適
正
規
模
に
よ
る
教
育
環
境
の
一

層
の
整
備
を
図
る
た
め
、
現
状
の
ま

ま
と
す
る
。

　
南
中
学
校

　
現
在
の
通
学
区
に
、
西
小
学
校
の

全
学
区
と
す
る
。

　
な
お
、
過
疎
化
の
た
め
、
適
正
規

模
の
維
持
が
出
来
な
く
な
っ
て
き
た

中
学
校
分
校
の
統
合
は
、
教
科
担
任

制
に
よ
る
必
要
教
員
数
の
確
保
が
困

難
な
実
情
か
ら
、
本
校
に
統
合
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
て
い
ま
す
。

章
・
校
歌
を
募
集

　
　
　
市
立
西
小
学
校
で

　
西
小
学
校
P
T
A
設
立
準
備
委
員

会
で
は
、
昭
和
五
十
一
年
四
月
開
校

予
定
の
西
小
学
校
の
校
章
、
校
歌
を

制
定
す
る
た
め
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
及

び
作
詞
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
募
集
種
目

▽
校
章
、
校
歌
と
も
西
小
学
校
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で

未
発
表
の
も
の
。

　
▽
応
募
点
数
は
制
限
し
ま
せ
ん
が
、

一
点
ご
と
に
住
所
、
氏
名
、
職
業
、
年

齢
を
明
記
。
作
品
は
、
一
部
修
正
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
著
作
権
は
学
校
に
帰
属
し
ま

す
。

　
▽
し
め
き
り
は
十
月
三
十
一
日

　
▽
あ
て
先
は
、
市
教
育
委
員
会
事

務
局
内
「
西
小
募
集
係
」
　
（
千
歳
町

三
丁
目
）
▽
賞
金
は
入
選
一
点
五
万

円
、
佳
作
三
点
各
一
万
円
。

ゆ
き
つ
ば
き
号
で
の
商
品
テ
ス
ト

　
　
　
　
（
9
月
2
9
日
・
市
民
体
育
館
前
）

三
・
8
。
呂
畠
3
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．
2
0
・
三
…
5
2
…
●
2
。
争
邑
…
．
7
．
3
…
置
－
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
3
8
●
2
畠
3
3
・
1

明
日
の
十
日
町
を
考
え
よ
う

　
　
　
　
青
少
協
で
青
年
議
会
を
開
催

　
青
年
は
、
目
先
き
の
こ
と
ば
か
り

で
な
く
、
心
の
原
点
に
た
っ
て
、
社

会
あ
る
い
は
自
分
自
身
を
考
え
る
こ

と
が
必
要
で
は
…
。
こ
ん
な
願
い
か

ら
、
青
少
年
連
絡
協
議
会
で
は
、
つ

ぎ
の
と
お
り
青
年
議
会
を
計
画
し
ま

し
た
。
こ
の
青
年
議
会
は
、
他
市
町

村
で
行
な
わ
れ
て
い
る
議
会
運
営
等

に
つ
い
て
の
み
学
習
す
る
模
擬
議
会

と
異
な
り
、
明
日
の
十
日
町
市
の
前

進
の
た
め
の
建
設
的
な
意
見
等
を
市

当
局
や
有
識
者
を
交
え
て
発
表
討
議

し
、
問
題
の
解
決
の
糸
口
を
見
い
出

し
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
主
催
者
側
で
は
、
多
数
の
一
般
市

民
の
参
加
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　
と
き
　
十
一
月
三
十
日
（
日
）
午
前

　
　
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時
ま
で

　
と
こ
ろ
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

1　かしこい消費者に変身
1新潟県消費生瀧ン外の移動消費生瀧ン外車

三「ゆきつばき号」がこのほど来市。去る9月29日から10
き

ζ月1日の3日間、市内4か所で店開きしました。
1どの会場も主耽ちの参加が多く、商品テストや消

；費者をとりまく経済問題、日常心がけたいことなどの

；話に熱心に耳を傾けていましだ。
1このr礎つばき号」は、県の消費生活センターを利

1用できない遠隔地の人々のために設けられたものです。

　
青
年
議
会
は
、
討
論
会
形
式
で
、

当
日
の
質
問
者
を
男
二
十
名
、
女
十

名
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
質
間
内

容
は
、
現
状
に
対
す
る
不
平
不
満
だ

け
に
終
る
だ
け
で
な
く
、
よ
り
建
設

的
な
も
の
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
答

弁
は
、
市
長
、
関
係
課
長
及
び
有
識

者
が
あ
た
り
ま
す
が
、
こ
の
会
を
ス

ム
；
ズ
に
運
営
す
る
た
め
、
参
加
者

は
、
事
前
研
修
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
質
問
者
は
十
五
歳
か
ら
二

十
九
歳
ま
で
の
青
年
男
女
を
対
象
に

し
て
い
ま
す
が
、
希
望
者
は
、
氏
名
、

住
所
、
年
齢
、
職
業
、
連
絡
先
、
性

別
、
質
問
要
旨
（
テ
ー
マ
）
を
明
記

の
う
え
、
十
月
二
十
日
ま
で
に
青
年

議
会
実
行
委
員
会
（
市
公
民
館
内
曾

七
－
五
〇
一
一
番
）
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
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㌧、…　甲・幻％ら・

す
で
に
死
者
五
人

　
　
　
　
防
ご
う
交
通
事
故

　
～
卿
警
稗
．
　
十
二
月
ま
で
の
四
ヵ

月
間
は
、
全
国
的
に
事
故
多
発
期
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
交
通
事
故
発
生
状
況
は
、

別
表
の
と
お
り
で
す
が
、
昭
和
五
十

年
一
月
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
間

に
九
十
七
件
、
死
亡
五
人
、
負
傷
百

四
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
昨
年
同
期
に
く
ら
べ
、

件
数
で
二
件
の
増
、
負
傷
十
八
人
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
死
亡
は
、

　
在

　
現

　
3
0

　
9

　
5
0数生発故事通交 　

　
　
　
　
　
　
例
年
、
九
月
か
ら

年度 件数 死亡 負傷

50 97件 5人 104人

49 95件 5人 122人

増減数 ＋2件 ±0人 一18人

昨
年
同
様
五
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
は
、
ま
た
去
る
九
月
十
日
、

十
一
日
と
死
亡
重
大
事
故
が
あ
り
、

こ
れ
は
、
い
ず
れ
も
運
転
者
に
よ
る

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
、
安
全
運
転

義
務
違
反
等
で
し
た
。
交
通
事
故
発

生
は
、
夕
方
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
発
生
が

三
十
縄
を
し
め
、
つ
づ
い
て
朝
七
時

か
ら
八
時
ま
で
と
昼
休
み
の
時
間
帯

で
多
く
発
生
し
ま
し
た
。

子
ど
も
・
老
人
を
守
る
ー
．

街
頭
指
導
を
徹
底

　
市
交
通
安
全
対
策
会
議
（
会
長
春

日
市
長
）
は
、
去
る
九
月
二
十
二
日

か
ら
十
月
一
日
ま
で
、
秋
の
全
国
交

通
安
全
運
動
の
一
環
と
し
て
、
　
「
歩

行
者
の
安
全
を
守
る
」
を
重
点
に
街

頭
指
導
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
安
協
、
市
農
協
、
交
通

安
全
推
進
員
、
婦
人
会
、
母
の
会
な

ど
の
協
力
で
行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
運
動
の
重
点
は
、
○
歩
行
者
、

歩
行
者
に
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
る
春
日
市
長

自
転
車
利
用
者
の
事
故
防
止
、
特
に

こ
ど
も
と
老
人
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
こ
と
○
運
転
者
な
ど
の
保
護
の
た

め
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用
を
推
進
す
る
こ
と
で
す
。

　
事
故
は
、
交
通
量
、
市
民
の
マ
ナ

ー
、
道
路
環
境
の
三
つ
に
大
き
く
左

右
さ
れ
ま
す
。

　
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
、
市
民

総
ぐ
る
み
で
つ
ぎ
の
こ
と
を
実
行
し

よ
う
・
。

　
こ
ど
も
…
と
び
出
し
は
絶
対
し
な

い
し
、
さ
せ
な
い
。

■成人病■

早期発見がキメ手
　働らきざかり、いわゆる成人者

の死亡原因を調べてみると、脳卒

中、ガン、心臓疾患が1位から3位

をしめています。

　成人病は一度かかったら、長期

療養が必要です。

　したがって、特に早期発見、早

期治療が最も必要です，）

　脳卒中、心臓疾患については、早

く発見し、治療することによって

軽くすませることができますし、

ガンについても早期治療で100％、

治るものが多いといわれています。

　市では、成人病を早期に発見し

市民の健康を守ろうと胃検診、子

宮ガン検診を行なっています。

　これらの検診を進んで受け、健

康な毎日を過ごしたいものです。

　　昭和49年度市内死因調べ

第1位脳血管疾患（脳卒中）132人

第2位悪性新生物（ガン）　86人

第3位心疾患（心臓疾患）　53人

第4位不慮の事故　　　　28人

第5位肺炎・気管支炎　　　18人

第6位高血圧性疾患　　　　18人

第7位自　殺　　　　　13人
第8位老衰　　　　 9人

第9位糖尿病　　　　　　　7人

第10位肝硬変　　　　　　　5人

　
お
と
し
よ
り
…
道
路
の
横
断
は
左
　
　
右
折
し
よ
う
。

右
を
よ
く
見
て
車
の
こ
な
い
こ
と
を
　
　
運
転
者
…
道
路
交
通
法
を
見
直
し

た
し
か
め
て
か
ら
。
　
　
　
　
　
　
危
険
な
運
転
を
防
止
し
、
交
通
の
安

　
自
転
車
…
安
全
を
確
か
め
て
か
ら
　
　
全
と
円
滑
を
は
か
ろ
う
。

ろであ

秋

　
　
　
　
あ
な
た
の
年
齢
に
応
じ
た
運
動
を

　
若
い
世
代
で
は
、
体
力
や
能
力
が

一
番
発
達
す
る
年
代
で
、
鍛
え
る
体

育
や
ス
ポ
ー
ツ
を
積
極
的
に
や
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
働
き
ざ
か
り
の
中

・
壮
年
に
な
る
と
ガ
ッ
タ
リ
年
齢
と

い
わ
れ
る
く
ら
い
体
力
の
低
下
が
目

立
ち
ま
す
。
ま
ず
、
自
分
の
体
力
に

応
じ
、
歩
る
く
こ
と
や
走
る
こ
と
を

継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
筋
力
の

衰
え
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
手
軽
る
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
、
ゲ

ー
ム
な
ど
戸
外
で
積
極
的
に
や
る
こ

と
も
よ
い
方
法
で
す
。

　
高
年
齢
層
で
は
、
現
状
維
持
を
考

え
、
無
理
を
せ
ず
「
ゆ
っ
く
り
」
「
続

け
る
」
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
市
教
委
で
は
、
婦
人
体
育
教
室
、

市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
水
泳
教
室
、

市
民
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
お
早
よ
う
サ

イ
ク
リ
ン
グ
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン

グ
大
会
な
ど
を
行
な
い
、
大
勢
の
市

民
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
特
に
、
婦
人
体
育
教
室
で
は
、
と

か
く
、
育
児
や
家
事
に
追
わ
れ
が
ち

の
婦
人
達
百
六
十
名
が
市
内
四
ヵ
所

で
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
ア
ー
チ
エ
リ
ー
な
ど
を
実
施
、

今
後
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
（
ト
一
月

五
日
）
、
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
で
、

市
民
体
育
館
を
利
用
す
る
行
事
も
い

っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
が
、
主
な
も
の
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

■
十
月
十
九
日
　
市
民
軟
式
卓
球
大

　
会

■
十
一
月
九
日
　
二
市
三
郡
親
善
柔

　
道
大
会

■
十
一
月
二
十
三
日
　
郡
市
中
学
校

　
卓
球
大
会

■
十
一
月
一
．
一
十
日
　
市
民
バ
レ
ー
ボ

　
ー
ル
大
会

■
十
二
月
十
四
日
　
市
民
バ
ス
ケ
ッ

　
ト
ボ
：
ル
大
会

地
図
と
磁
石
を
用
い
て
：
・
，

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会

　
　
　
　
　
　
　
（
9
月
烈
日
）

十
月
｝
日
か
ら
は
じ
ま
っ
た
赤
い
羽
根

共
同
募
金
運
動
…
。
暖
か
い
善
意
を
呼

か
け
る
池
田
助
役

嚇
榔
共
同
募
金
に
ご
協
力
を

　
こ
の
運
動
は
、
体
の
不
自
由
な
人

や
独
り
暮
ら
し
老
人
な
ど
恵
ま
れ
な

い
人
達
に
お
も
い
や
り
を
お
届
け
す

る
“
た
す
け
あ
い
ん
の
心
で
す
。
昨

年
は
、
四
百
八
十
二
万
五
千
九
百
六

十
七
円
の
尊
い
お
金
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
、
保
護
世
帯
の
歳
末
慰
問
や
へ

き
地
、
季
節
保
盲
所
、
身
障
、
母
子
、

老
人
ク
ラ
ブ
等
に
役
立
た
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
．
、
本
年
の
目
標
は
三
百

五
十
二
万
三
干
円
で
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
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業
者
年
金
の
し
く
み

　農業者年金の加入者で、来年経営移譲年金の支給

を受けることができる人は、大正5年に生まれた方

方です。なお、大正5年生まれの人が、経営移譲年金を

もらうためには、■昭和46年1月分から昭和50年12月

分までの5年間、保険料を完納していること、■来年

（51年）1月以降に経営を移譲することが必要です一。

　
経
営
に
用
い
て
い
た
自
作
地
お
よ

び
小
作
地
を
後
継
者
（
三
年
以
上
農

業
に
従
事
し
て
い
る
あ
と
つ
ぎ
等
）

に
移
譲
す
る
か
、
ま
た
は
、
第
三
者

（
農
業
者
年
金
の
加
入
者
、
六
十
歳

未
満
の
経
営
主
で
、
年
金
加
入
資
格

面
積
規
模
を
も
っ
て
い
る
人
や
農
協

等
）
に
譲
渡
す
る
か
貸
す
か
し
て
農

業
経
営
主
と
し
て
の
地
位
を
譲
り
渡

す
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
◆
経
営
移
譲
年
金
は
、
保
険
料
納

付
済
み
期
間
等
が
二
十
年
（
大
正
五

年
～
大
正
九
年
生
ま
れ
の
人
は
五
年
）

以
上
あ
る
人
が
六
十
五
歳
に
な
る
ま

で
に
経
営
移
譲
し
た
場
合
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
六
十
歳
ま
で
に
経
営
移
譲

す
る
と
六
十
歳
に
な
っ
た
月
の
翌
月

か
ら
、
ま
た
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳

に
な
る
ま
で
に
経
営
移
譲
す
る
と
経

営
移
譲
し
た
月
の
翌
月
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。

、
慧
雛
心
霧
難

　
大
正
五
年
生
ま
れ
の
人
が
昭
和
五

十
一
年
一
月
以
降
に
経
営
移
譲
し
ま

す
と
、
年
金
は
経
営
移
譲
し
た
月
、

も
し
く
は
、
六
十
歳
に
な
っ
た
月
の

い
ず
れ
か
遅
い
月
の
翌
月
か
ら
支
給

さ
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
、
大
正
五
年
一
月
生
ま
れ

の
人
が
昭
和
五
十
一
年
一
月
に
経
営

移
譲
し
ま
す
と
、
六
十
歳
に
な
る
の

も
一
月
で
す
の
で
、
年
金
は
二
月
分

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
昭
和
五
十
一
年
二
月
以
降

に
経
営
移
譲
し
ま
す
と
、
経
営
移
譲

し
た
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
昭
和
五
十
二
年
一

月
に
経
営
移
譲
し
た
と
し
ま
す
と
、

五
十
二
年
二
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

織
　
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
の
五

★
経
営
移
譲
年
金
の
受
給
額

灘離凝i鴇炉
　5年i17，600円i211，200円

10年i23，466円i281，600円

15年i29，333円1352，000円

20年i35，200円i422，400円

25年i44，000円i528，000円

30年i52，800円i633，600円

年
間
に
重
点
が
お
か
れ
、
六
十
五
歳

以
降
の
給
付
額
は
六
十
歳
か
ら
六
f

五
歳
に
な
る
ま
で
支
給
さ
れ
る
給
付

金
額
の
十
分
の
一
に
な
り
ま
す
。

饒
灘
騒
懸

　
経
営
移
譲
年
金
を
受
け
る
に
は
、

本
人
か
ら
申
請
書
に
よ
り
請
求
し
て

も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
申

請
さ
れ
る
方
ば
、
お
そ
く
と
も
十
一

月
末
ま
で
に
市
農
業
委
員
会
事
務
局

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
経
営
移
譲
す
る
場
合
等
は

農
地
法
上
の
許
可
申
請
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
特
典
と
し
て
は
、
農
地
の

一
括
生
前
贈
与
や
農
業
委
員
会
の
あ

っ
せ
ん
に
よ
る
売
買
等
の
場
合
、
税

制
面
で
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　
農
業
者
年
金
に
つ
い
て
、
不
明
の

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
各
地
区
の
農

業
委
員
、
ま
た
は
、
農
委
事
務
局
（
市

役
所
三
階
西
側
事
務
室
、
魯
七
ー
三

一
一
一
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

お
返
し
な
し
運
動
を
展
開

　
　
　
　
　
　
　
織
了
市
農
協
婦
人
部
で

　
お
祝
事
、
不
幸
な
ど
の
場
合
、
贈

っ
た
り
、
贈
ら
れ
た
り
で
い
ろ
い
ろ

気
を
使
う
こ
と
が
多
く
、
特
に
贈
ら

れ
た
方
は
「
お
返
し
」
の
問
題
で
頭

を
悩
ま
し
が
ち
で
す
。

　
市
農
協
婦
人
部
で
は
、
節
約
運
動

の
一
環
と
し
て
、
こ
の
問
題
を
取
り

あ
げ
、
「
お
返
し
な
し
運
動
」
を
繰
り

広
げ
て
い
ま
す
。
当
面
は
、
冠
婚
葬

祭
の
簡
素
化
と
し
て
、
慶
弔
に
使
う

「
ノ
シ
袋
」
の
簡
素
な
も
の
を
使
用

す
る
こ
と
に
し
、
ま
た
、
「
ノ
シ
袋
」

の
な
か
に
「
ほ
ん
の
お
し
る
し
で
す

が
お
納
め
く
だ
さ
い
。
お
返
し
な
ど

の
お
心
づ
か
い
は
な
さ
ら
な
い
よ
う

に
願
い
ま
す
」
と
書
い
た
印
刷
文
書

を
入
れ
る
運
動
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
市
農
協
で
は
、
広
く
一
般
市
民
の

方
々
の
ご
賛
同
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
な
お
ノ
シ
袋
は
、
一
枚
十
円
で

農
協
本
所
、
各
事
業
所
で
斡
旋
し
て

い
ま
す
。

　
　
錦
鯉
品
評
会
に

　
　
出
口
m
を

　
第
六
回
郡
市
錦
鯉
品
評
会
は
、
つ

ぎ
の
と
お
り
十
月
十
九
日
に
市
営
プ

ー
ル
（
下
島
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
出
品
物
の
受
付
…
…
午
前
八
時
～

　
　
十
時
ま
で
に
会
場
へ
。
ど
な
た

　
　
で
も
出
品
で
き
ま
す
。

　
一
般
公
開
…
…
正
午
～
午
後
三
時

　
　
ま
で
。
即
売
会
も
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
市
農
協

営
農
課
魯
七
－
一
五
七
一
番
へ
。

　
諺
財
電
波
障
害
相
談
所

　
を
開
設

　
新
潟
県
電
波
障
害
防
止
協
議
会
は

N
H
K
等
の
協
力
を
得
て
、
テ
レ
ビ

・
ラ
ジ
オ
電
波
障
害
一
掃
運
動
を
展

開
。
つ
ぎ
の
と
お
り
相
談
所
を
設
置

し
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と
き
十
月
二
十
二
・
二
十
三
日

　
　
午
前
九
時
半
～
午
後
三
時
半

と
こ
ろ
東
北
電
力
十
日
町
営
業
所

寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業

　
▽
山
田
栄
…
…
五
千
円
▽
岩
崎
電

機
㈱
…
…
カ
セ
ッ
ト
レ
コ
ー
ダ
ー
一

台
▽
内
藤
直
義
…
…
千
百
円
▽
竹
内

真
…
…
九
百
円
▽
農
協
福
祉
会
館
…

…
二
千
三
百
七
十
三
円
▽
中
条
中
学

校
…
…
五
千
二
百
六
十
八
円
▽
匿
名

…
千
五
百
円
▽
川
治
青
年
団
…
…

一
万
八
千
五
百
九
十
円
▽
池
田
正
治

…
…
八
ミ
リ
映
画
フ
ィ
ル
ム
「
ア
ル

プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
」
▽
滝
沢
恒
二

郎
…
…
三
千
円
▽
本
城
院
…
…
五
百

八
十
円
▽
春
日
由
三
…
…
一
万
円
。

　
被
害
を
う
け
た
ら

　
あ
き
ら
め
ず
に

　
交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
て
、
警
察
や
検

察
庁
に
訴
え
た
の
に
、
検
察
官
が
そ

の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。

　
こ
ん
な
不
満
を
持
っ
て
い
る
方
は

い
ま
せ
ん
か
。

　
検
察
審
査
会
で
は
、
市
町
村
の
選

挙
人
名
簿
か
ら
無
差
別
に
選
定
さ
れ

た
十
一
名
の
審
査
員
が
住
民
と
し
て

の
健
全
な
良
識
に
従
っ
て
、
検
察
官

の
捜
査
の
あ
と
を
調
べ
な
お
し
て
く

れ
ま
す
。

　
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
の
で

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
長
岡
市
信
濃
二
裁
判
所
内
　
長

岡
検
察
審
査
会
事
務
局
）

　
曾
（
旦
乗
）
三
五
ー
二
一
四
一
番
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㌧、…　甲・幻％ら・

す
で
に
死
者
五
人

　
　
　
　
防
ご
う
交
通
事
故

　
～
卿
警
稗
．
　
十
二
月
ま
で
の
四
ヵ

月
間
は
、
全
国
的
に
事
故
多
発
期
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
交
通
事
故
発
生
状
況
は
、

別
表
の
と
お
り
で
す
が
、
昭
和
五
十

年
一
月
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
間

に
九
十
七
件
、
死
亡
五
人
、
負
傷
百

四
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
昨
年
同
期
に
く
ら
べ
、

件
数
で
二
件
の
増
、
負
傷
十
八
人
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
死
亡
は
、

　
在

　
現

　
3
0

　
9

　
5
0数生発故事通交 　

　
　
　
　
　
　
例
年
、
九
月
か
ら

年度 件数 死亡 負傷

50 97件 5人 104人

49 95件 5人 122人

増減数 ＋2件 ±0人 一18人

昨
年
同
様
五
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
は
、
ま
た
去
る
九
月
十
日
、

十
一
日
と
死
亡
重
大
事
故
が
あ
り
、

こ
れ
は
、
い
ず
れ
も
運
転
者
に
よ
る

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
、
安
全
運
転

義
務
違
反
等
で
し
た
。
交
通
事
故
発

生
は
、
夕
方
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
発
生
が

三
十
縄
を
し
め
、
つ
づ
い
て
朝
七
時

か
ら
八
時
ま
で
と
昼
休
み
の
時
間
帯

で
多
く
発
生
し
ま
し
た
。

子
ど
も
・
老
人
を
守
る
ー
．

街
頭
指
導
を
徹
底

　
市
交
通
安
全
対
策
会
議
（
会
長
春

日
市
長
）
は
、
去
る
九
月
二
十
二
日

か
ら
十
月
一
日
ま
で
、
秋
の
全
国
交

通
安
全
運
動
の
一
環
と
し
て
、
　
「
歩

行
者
の
安
全
を
守
る
」
を
重
点
に
街

頭
指
導
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
安
協
、
市
農
協
、
交
通

安
全
推
進
員
、
婦
人
会
、
母
の
会
な

ど
の
協
力
で
行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
運
動
の
重
点
は
、
○
歩
行
者
、

歩
行
者
に
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
る
春
日
市
長

自
転
車
利
用
者
の
事
故
防
止
、
特
に

こ
ど
も
と
老
人
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
こ
と
○
運
転
者
な
ど
の
保
護
の
た

め
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用
を
推
進
す
る
こ
と
で
す
。

　
事
故
は
、
交
通
量
、
市
民
の
マ
ナ

ー
、
道
路
環
境
の
三
つ
に
大
き
く
左

右
さ
れ
ま
す
。

　
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
、
市
民

総
ぐ
る
み
で
つ
ぎ
の
こ
と
を
実
行
し

よ
う
・
。

　
こ
ど
も
…
と
び
出
し
は
絶
対
し
な

い
し
、
さ
せ
な
い
。

■成人病■

早期発見がキメ手
　働らきざかり、いわゆる成人者

の死亡原因を調べてみると、脳卒

中、ガン、心臓疾患が1位から3位

をしめています。

　成人病は一度かかったら、長期

療養が必要です。

　したがって、特に早期発見、早

期治療が最も必要です，）

　脳卒中、心臓疾患については、早

く発見し、治療することによって

軽くすませることができますし、

ガンについても早期治療で100％、

治るものが多いといわれています。

　市では、成人病を早期に発見し

市民の健康を守ろうと胃検診、子

宮ガン検診を行なっています。

　これらの検診を進んで受け、健

康な毎日を過ごしたいものです。

　　昭和49年度市内死因調べ

第1位脳血管疾患（脳卒中）132人

第2位悪性新生物（ガン）　86人

第3位心疾患（心臓疾患）　53人

第4位不慮の事故　　　　28人

第5位肺炎・気管支炎　　　18人

第6位高血圧性疾患　　　　18人

第7位自　殺　　　　　13人
第8位老衰　　　　 9人

第9位糖尿病　　　　　　　7人

第10位肝硬変　　　　　　　5人

　
お
と
し
よ
り
…
道
路
の
横
断
は
左
　
　
右
折
し
よ
う
。

右
を
よ
く
見
て
車
の
こ
な
い
こ
と
を
　
　
運
転
者
…
道
路
交
通
法
を
見
直
し

た
し
か
め
て
か
ら
。
　
　
　
　
　
　
危
険
な
運
転
を
防
止
し
、
交
通
の
安

　
自
転
車
…
安
全
を
確
か
め
て
か
ら
　
　
全
と
円
滑
を
は
か
ろ
う
。

ろであ

秋

　
　
　
　
あ
な
た
の
年
齢
に
応
じ
た
運
動
を

　
若
い
世
代
で
は
、
体
力
や
能
力
が

一
番
発
達
す
る
年
代
で
、
鍛
え
る
体

育
や
ス
ポ
ー
ツ
を
積
極
的
に
や
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
働
き
ざ
か
り
の
中

・
壮
年
に
な
る
と
ガ
ッ
タ
リ
年
齢
と

い
わ
れ
る
く
ら
い
体
力
の
低
下
が
目

立
ち
ま
す
。
ま
ず
、
自
分
の
体
力
に

応
じ
、
歩
る
く
こ
と
や
走
る
こ
と
を

継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
筋
力
の

衰
え
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
手
軽
る
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
、
ゲ

ー
ム
な
ど
戸
外
で
積
極
的
に
や
る
こ

と
も
よ
い
方
法
で
す
。

　
高
年
齢
層
で
は
、
現
状
維
持
を
考

え
、
無
理
を
せ
ず
「
ゆ
っ
く
り
」
「
続

け
る
」
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
市
教
委
で
は
、
婦
人
体
育
教
室
、

市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
水
泳
教
室
、

市
民
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
お
早
よ
う
サ

イ
ク
リ
ン
グ
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン

グ
大
会
な
ど
を
行
な
い
、
大
勢
の
市

民
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
特
に
、
婦
人
体
育
教
室
で
は
、
と

か
く
、
育
児
や
家
事
に
追
わ
れ
が
ち

の
婦
人
達
百
六
十
名
が
市
内
四
ヵ
所

で
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
ア
ー
チ
エ
リ
ー
な
ど
を
実
施
、

今
後
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
（
ト
一
月

五
日
）
、
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
で
、

市
民
体
育
館
を
利
用
す
る
行
事
も
い

っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
が
、
主
な
も
の
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

■
十
月
十
九
日
　
市
民
軟
式
卓
球
大

　
会

■
十
一
月
九
日
　
二
市
三
郡
親
善
柔

　
道
大
会

■
十
一
月
二
十
三
日
　
郡
市
中
学
校

　
卓
球
大
会

■
十
一
月
一
．
一
十
日
　
市
民
バ
レ
ー
ボ

　
ー
ル
大
会

■
十
二
月
十
四
日
　
市
民
バ
ス
ケ
ッ

　
ト
ボ
：
ル
大
会

地
図
と
磁
石
を
用
い
て
：
・
，

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会

　
　
　
　
　
　
　
（
9
月
烈
日
）

十
月
｝
日
か
ら
は
じ
ま
っ
た
赤
い
羽
根

共
同
募
金
運
動
…
。
暖
か
い
善
意
を
呼

か
け
る
池
田
助
役

嚇
榔
共
同
募
金
に
ご
協
力
を

　
こ
の
運
動
は
、
体
の
不
自
由
な
人

や
独
り
暮
ら
し
老
人
な
ど
恵
ま
れ
な

い
人
達
に
お
も
い
や
り
を
お
届
け
す

る
“
た
す
け
あ
い
ん
の
心
で
す
。
昨

年
は
、
四
百
八
十
二
万
五
千
九
百
六

十
七
円
の
尊
い
お
金
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
、
保
護
世
帯
の
歳
末
慰
問
や
へ

き
地
、
季
節
保
盲
所
、
身
障
、
母
子
、

老
人
ク
ラ
ブ
等
に
役
立
た
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
．
、
本
年
の
目
標
は
三
百

五
十
二
万
三
干
円
で
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
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業
者
年
金
の
し
く
み

　農業者年金の加入者で、来年経営移譲年金の支給

を受けることができる人は、大正5年に生まれた方

方です。なお、大正5年生まれの人が、経営移譲年金を

もらうためには、■昭和46年1月分から昭和50年12月

分までの5年間、保険料を完納していること、■来年

（51年）1月以降に経営を移譲することが必要です一。

　
経
営
に
用
い
て
い
た
自
作
地
お
よ

び
小
作
地
を
後
継
者
（
三
年
以
上
農

業
に
従
事
し
て
い
る
あ
と
つ
ぎ
等
）

に
移
譲
す
る
か
、
ま
た
は
、
第
三
者

（
農
業
者
年
金
の
加
入
者
、
六
十
歳

未
満
の
経
営
主
で
、
年
金
加
入
資
格

面
積
規
模
を
も
っ
て
い
る
人
や
農
協

等
）
に
譲
渡
す
る
か
貸
す
か
し
て
農

業
経
営
主
と
し
て
の
地
位
を
譲
り
渡

す
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
◆
経
営
移
譲
年
金
は
、
保
険
料
納

付
済
み
期
間
等
が
二
十
年
（
大
正
五

年
～
大
正
九
年
生
ま
れ
の
人
は
五
年
）

以
上
あ
る
人
が
六
十
五
歳
に
な
る
ま

で
に
経
営
移
譲
し
た
場
合
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
六
十
歳
ま
で
に
経
営
移
譲

す
る
と
六
十
歳
に
な
っ
た
月
の
翌
月

か
ら
、
ま
た
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳

に
な
る
ま
で
に
経
営
移
譲
す
る
と
経

営
移
譲
し
た
月
の
翌
月
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。

、
慧
雛
心
霧
難

　
大
正
五
年
生
ま
れ
の
人
が
昭
和
五

十
一
年
一
月
以
降
に
経
営
移
譲
し
ま

す
と
、
年
金
は
経
営
移
譲
し
た
月
、

も
し
く
は
、
六
十
歳
に
な
っ
た
月
の

い
ず
れ
か
遅
い
月
の
翌
月
か
ら
支
給

さ
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
、
大
正
五
年
一
月
生
ま
れ

の
人
が
昭
和
五
十
一
年
一
月
に
経
営

移
譲
し
ま
す
と
、
六
十
歳
に
な
る
の

も
一
月
で
す
の
で
、
年
金
は
二
月
分

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
昭
和
五
十
一
年
二
月
以
降

に
経
営
移
譲
し
ま
す
と
、
経
営
移
譲

し
た
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
昭
和
五
十
二
年
一

月
に
経
営
移
譲
し
た
と
し
ま
す
と
、

五
十
二
年
二
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

織
　
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
の
五

★
経
営
移
譲
年
金
の
受
給
額

灘離凝i鴇炉
　5年i17，600円i211，200円

10年i23，466円i281，600円

15年i29，333円1352，000円

20年i35，200円i422，400円

25年i44，000円i528，000円

30年i52，800円i633，600円

年
間
に
重
点
が
お
か
れ
、
六
十
五
歳

以
降
の
給
付
額
は
六
十
歳
か
ら
六
f

五
歳
に
な
る
ま
で
支
給
さ
れ
る
給
付

金
額
の
十
分
の
一
に
な
り
ま
す
。

饒
灘
騒
懸

　
経
営
移
譲
年
金
を
受
け
る
に
は
、

本
人
か
ら
申
請
書
に
よ
り
請
求
し
て

も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
申

請
さ
れ
る
方
ば
、
お
そ
く
と
も
十
一

月
末
ま
で
に
市
農
業
委
員
会
事
務
局

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
経
営
移
譲
す
る
場
合
等
は

農
地
法
上
の
許
可
申
請
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
特
典
と
し
て
は
、
農
地
の

一
括
生
前
贈
与
や
農
業
委
員
会
の
あ

っ
せ
ん
に
よ
る
売
買
等
の
場
合
、
税

制
面
で
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　
農
業
者
年
金
に
つ
い
て
、
不
明
の

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
各
地
区
の
農

業
委
員
、
ま
た
は
、
農
委
事
務
局
（
市

役
所
三
階
西
側
事
務
室
、
魯
七
ー
三

一
一
一
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

お
返
し
な
し
運
動
を
展
開

　
　
　
　
　
　
　
織
了
市
農
協
婦
人
部
で

　
お
祝
事
、
不
幸
な
ど
の
場
合
、
贈

っ
た
り
、
贈
ら
れ
た
り
で
い
ろ
い
ろ

気
を
使
う
こ
と
が
多
く
、
特
に
贈
ら

れ
た
方
は
「
お
返
し
」
の
問
題
で
頭

を
悩
ま
し
が
ち
で
す
。

　
市
農
協
婦
人
部
で
は
、
節
約
運
動

の
一
環
と
し
て
、
こ
の
問
題
を
取
り

あ
げ
、
「
お
返
し
な
し
運
動
」
を
繰
り

広
げ
て
い
ま
す
。
当
面
は
、
冠
婚
葬

祭
の
簡
素
化
と
し
て
、
慶
弔
に
使
う

「
ノ
シ
袋
」
の
簡
素
な
も
の
を
使
用

す
る
こ
と
に
し
、
ま
た
、
「
ノ
シ
袋
」

の
な
か
に
「
ほ
ん
の
お
し
る
し
で
す

が
お
納
め
く
だ
さ
い
。
お
返
し
な
ど

の
お
心
づ
か
い
は
な
さ
ら
な
い
よ
う

に
願
い
ま
す
」
と
書
い
た
印
刷
文
書

を
入
れ
る
運
動
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
市
農
協
で
は
、
広
く
一
般
市
民
の

方
々
の
ご
賛
同
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
な
お
ノ
シ
袋
は
、
一
枚
十
円
で

農
協
本
所
、
各
事
業
所
で
斡
旋
し
て

い
ま
す
。

　
　
錦
鯉
品
評
会
に

　
　
出
口
m
を

　
第
六
回
郡
市
錦
鯉
品
評
会
は
、
つ

ぎ
の
と
お
り
十
月
十
九
日
に
市
営
プ

ー
ル
（
下
島
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
出
品
物
の
受
付
…
…
午
前
八
時
～

　
　
十
時
ま
で
に
会
場
へ
。
ど
な
た

　
　
で
も
出
品
で
き
ま
す
。

　
一
般
公
開
…
…
正
午
～
午
後
三
時

　
　
ま
で
。
即
売
会
も
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
市
農
協

営
農
課
魯
七
－
一
五
七
一
番
へ
。

　
諺
財
電
波
障
害
相
談
所

　
を
開
設

　
新
潟
県
電
波
障
害
防
止
協
議
会
は

N
H
K
等
の
協
力
を
得
て
、
テ
レ
ビ

・
ラ
ジ
オ
電
波
障
害
一
掃
運
動
を
展

開
。
つ
ぎ
の
と
お
り
相
談
所
を
設
置

し
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と
き
十
月
二
十
二
・
二
十
三
日

　
　
午
前
九
時
半
～
午
後
三
時
半

と
こ
ろ
東
北
電
力
十
日
町
営
業
所

寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業

　
▽
山
田
栄
…
…
五
千
円
▽
岩
崎
電

機
㈱
…
…
カ
セ
ッ
ト
レ
コ
ー
ダ
ー
一

台
▽
内
藤
直
義
…
…
千
百
円
▽
竹
内

真
…
…
九
百
円
▽
農
協
福
祉
会
館
…

…
二
千
三
百
七
十
三
円
▽
中
条
中
学

校
…
…
五
千
二
百
六
十
八
円
▽
匿
名

…
千
五
百
円
▽
川
治
青
年
団
…
…

一
万
八
千
五
百
九
十
円
▽
池
田
正
治

…
…
八
ミ
リ
映
画
フ
ィ
ル
ム
「
ア
ル

プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
」
▽
滝
沢
恒
二

郎
…
…
三
千
円
▽
本
城
院
…
…
五
百

八
十
円
▽
春
日
由
三
…
…
一
万
円
。

　
被
害
を
う
け
た
ら

　
あ
き
ら
め
ず
に

　
交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
て
、
警
察
や
検

察
庁
に
訴
え
た
の
に
、
検
察
官
が
そ

の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。

　
こ
ん
な
不
満
を
持
っ
て
い
る
方
は

い
ま
せ
ん
か
。

　
検
察
審
査
会
で
は
、
市
町
村
の
選

挙
人
名
簿
か
ら
無
差
別
に
選
定
さ
れ

た
十
一
名
の
審
査
員
が
住
民
と
し
て

の
健
全
な
良
識
に
従
っ
て
、
検
察
官

の
捜
査
の
あ
と
を
調
べ
な
お
し
て
く

れ
ま
す
。

　
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
の
で

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
長
岡
市
信
濃
二
裁
判
所
内
　
長

岡
検
察
審
査
会
事
務
局
）

　
曾
（
旦
乗
）
三
五
ー
二
一
四
一
番
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市
民
吹
奏
楽
団
の
制
服
購
入

　
　
　
春
日
市
長
の
寄
付
金
百
万
円
で

　
い
ま
ま
で
、
市
で
は
、
消
防
音
楽

隊
が
関
係
行
事
に
参
加
し
て
い
ま
し

た
が
、
高
齢
化
と
と
も
に
、
そ
の
運

営
が
む
ず
か
し
く
な
り
、
消
防
音
楽

隊
に
一
般
愛
好
家
を
加
え
た
、
市
民

の
楽
団
「
十
日
町
市
民
吹
奏
楽
団
」

（
高
橋
勇
さ
ん
指
揮
）
が
消
防
音
楽

隊
に
か
わ
り
五
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
．
、

　
春
日
市
長
は
、
こ
の
ほ
ど
十
日
町

市
民
吹
奏
楽
団
に
役
立
て
て
欲
し
い

と
百
万
円
を
寄
付
。
九
月
十
七
日
に

開
か
れ
た
市
議
会
定
例
会
で
正
式
に

採
納
さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
、
地
域

消
防
署
と
公
民
館
を
中
心
に
、
購
入

使
途
等
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
し
た

ガ
し
こ
い
消
響
⑰

も
　
　
（
）
自
然
食
品

　
　
　
さ
　
ゑ
　
と
は
ヤ
が
　
　

ゾ
搬
鞭
蕊
騰

　
e

　
　
　
や
食
品
の
こ
と
を
い
い
ま

　
　
　
す
の

鱗
　
　
懸

論
灘
編

彦
〃
灸
％
悪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
は
す
で
に
成
人
式
な
と
で
演
奏
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
披
露
済
み
で
す
が
、
週
、
一
回
市
民
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
館
で
練
習
を
行
な
コ
て
お
り
、
A
，
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
種
の
催
し
も
の
な
ど
で
、
そ
ろ
い

が
、
こ
の
ぽ
ど
そ
ろ
い
の
制
服
．
．
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
制
服
で
登
場
。
市
民
に
晴
れ
姿
を

五
組
（
男
二
卜
組
、
女
五
組
）
を
購
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
披
露
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す

尺
ザ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
団
員
た

　
　
お
で
か
2
だ
さ
い

　
　
　
第
面
市
民
芸
能
祭

　
こ
の
ほ
ど
　
公
民
館
利
用
団
体
連

絡
協
議
会
ハ
公
民
館
を
利
用
し
て
、

定
期
的
活
動
を
続
け
て
い
る
一
、
、
十
五

の
グ
ル
ー
プ
）
は
、
例
年
、
自
分
達

の
学
習
や
練
習
の
成
果

を
年
一
回
“
市
民
文
化

祭
”
と
し
て
発
表
し
て

き
ま
し
た
。
．
一
と
し
は
、

さ
ら
に
大
勢
の
市
民
か

ら
み
て
も
ら
う
た
め
、

こ
の
市
民
文
化
祭
の
ぽ

か
に
市
民
会
館
ホ
ー
ル

を
使
っ
て
の
市
民
芸
能

祭
を
つ
ぎ
の
と
お
り
計

画
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
公
民
館
で

活
動
し
て
い
る
方
々
の

発
表
が
主
で
す
が
、
今

10

月
の
休
日
救
急
医

261912
日日日

庭富山
ロ
医
院
襲
町
中
・

曾
2
の
2
1
7
4
番

田
医
院
鼻
明
膨

曾
2
の
3
2
6
9
番

野
医
院
禅
明
町
）

曾
2
の
2
7
1
1
番

後
は
、
名
前
に
ふ
さ
わ
し
い
全
市
民

の
お
祭
り
に
し
た
い
と
主
催
者
側
で

は
、
い
っ
て
い
ま
す
。

　
出
演
す
る
人
や
団
体
な
ど
、
全
部

期
貝
曝

時
間

発
　
　
表

整
理
券

明
M
日
⑳

1

0
　
　
0

夜
3
－
の

聡
　
9

映
画
鑑
賞
会
（
約
束
）

円oo3

－
日
㊤
4

日
㊧

（
　
　
0

夜
n
～
0

　
　
9

越
山
会
民
謡
の
タ
ベ

「

粛
－ー

3
0

昼
諏
～
・

1
　
　
「
」

義
太
夫
大
さ
ら
い

円oo2

2
日
㊤

0
　
　
0

夜
3
～
3

6
　
　
8

市
民
コ
ン
サ
ー
ト

巌
本
真
理
弦
楽
四
重
奏
団

　
円

般
o
o

一
腱

26
日
⑤

掘
唄
と
民
踊
の
タ
ベ

「

29
日
㊧

　
　
（

夜
噂
6
　
　
9

演
劇
の
タ
ベ
（
醸
銘
遍

「

旧
8
日
㊤

1

0
　
　
0

昼
O
～
3

順
5

十
日
町
高
校
吹
奏
楽
部

第
五
回
定
期
演
奏
会

一

8
日
㊤

幾
　
　
0

夜
3
／
O

瀬
－
β

ギ
タ
ー
と
リ
コ
L
ダ
ー
の
タ
ベ

円oo2

9
日
⑪

〔
　
　
0

夜
3
～
n

6
嶋

第
七
回

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

円oo2

15
日
㊤

〔
　
　
　
　
〔

夜
β
～
沿

6
　
　
9

第
八
回
コ
⊥
フ
ス
り
サ
イ
タ
ル

円oo2

酬
6

ず
同＋

ん
［

　
　
　
やち

『
　
2

　
　
　
ら

耀
多

み
　
励

　
　
　
　
・
多
「

霧
、

鍵
　
　
　
　
　
幣

絆
感

つ
b
に

ポ
走
ノ

わ
爪
し
5髪

．
納
義

§
。
、
心
ぶ

　
　
　
釜

私
達
の
身
近
な
人
た
ち
ば
か
り
で
す
。

　
ど
う
ぞ
、
ご
家
族
、
職
場
お
そ
ろ

い
で
お
で
か
け
く
だ
さ
い
．
、

普
選
5
0
周
年
記
念

　
論
文
募
集

　
普
選
50
周
年
記
念
会
は
、
国
民
参

政
8
5
周
年
、
普
選
5
0
周
年
、
婦
人
参

政
30
周
年
を
記
念
し
て
、
つ
ぎ
の
と

お
り
論
文
を
募
集
し
ま
す
。

　
内
容

　
広
く
選
挙
に
関
す
る
も
の
で
、
選

挙
を
明
る
く
き
れ
い
に
す
る
た
め
の

具
体
的
提
言
を
含
ん
だ
も
の
。

　
応
募
枚
数

　
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
一
ニ
テ
枚
以

内
で
、
原
稿
の
末
尾
に
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
生
年
月
日
、
職
業
を
明
記
し
昭

和
5
0
年
1
0
月
3
1
日
ま
で
に
、
普
選
5
0

周
年
記
念
会
（
東
京
都
千
代
田
区
日

比
谷
公
園
一
番
三
号
市
政
会
館
内
）

　
　
　
　
彩

ρ魁
　
　
　
　
～

O

鴛
ン

　
》璽

グ
刀
厚

瀞
だ
け
ビ

」
じ
め
Z
の

、
…
だ
わ
夕
9

室
く
じ
仰
n

函
π
っ
た
の

　
　
壕
ん
z
．
：

懸
賞
論
文
係
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
最
優
秀
賞
一
名
．
、
。
十
万
円
、
優
秀

賞
、
茗
レ
万
円
、
佳
作
十
名
記
念
品
。

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

　
い
ま
す

　
　
新
潟
県
勤
労
者
美
術
展

　
新
潟
県
及
び
新
潟
市
主
催
の
新
潟

県
勤
労
者
美
術
展
は
、
十
一
月
二
十

日
～
二
士
二
日
ま
で
新
潟
県
美
術
博

物
館
（
県
民
会
鯨
、
階
）
で
開
催
さ

れ
ま
す
が
、
つ
ぎ
の
と
お
り
、
応
募

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
種
目

　
日
本
画
、
洋
画
、
彫
塑
、
工
芸
、

書
道
、
写
真

　
作
品
に
は
、
額
縁
を
つ
け
る
か
表

装
ま
た
は
仮
装
を
す
る
こ
と
。

　
応
募
資
格
及
び
応
募
作
品

　
県
内
の
事
業
所
等
に
勤
務
す
る
者

で
、
未
発
表
の
も
の
一
人
二
点
以
内
。

　
搬
入
，
十
一
月
十
八
日
午
後
一
時

～
午
後
五
時
ま
で
に
会
場
へ
持
参
。

　
応
募
手
続

　
応
募
希
望
者
は
、
十
一
月
八
日
ま

で
に
つ
ぎ
の
労
政
事
務
所
（
出
品
申

込
書
備
え
付
け
）
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
c

　
上
越
・
長
岡
労
政
事
務
所
、
長
岡

労
政
小
出
・
柏
崎
支
所
、
新
潟
労
政

新
発
田
支
所

支
給
範
囲
を
拡
大

　
　
　
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
重
度
の

在
宅
障
害
児
の
監
護
者
や
養
育
者
に

支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ

ど
、
そ
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
国
民

年
金
に
定
め
る
廃
疾
二
級
程
度
に
該

当
す
る
方
も
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
該
当
者
は
、
市
社
会
福

祉
事
務
所
魯
七
ー
三
二
一
番
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
月
額
五
千
円

に
引
き
上
げ

　
児
童
手
当
は
、
十
八
歳
未
満
の
児

童
を
三
人
以
上
養
育
し
、
そ
の
う
ち

の
一
人
以
上
が
義
務
教
育
終
了
前
の

児
童
に
支
給
さ
れ
、
支
給
額
は
、
三

人
以
上
の
児
童
の
う
ち
、
出
生
順
に

数
え
て
三
人
目
以
降
で
あ
る
義
務
教

育
終
了
前
の
児
童
一
人
に
つ
き
、
月

額
四
千
円
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
ど
法
改
正
に
よ
り
、
月
額
五

千
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
該
当
者
で
、
児
童
手
当
を

受
給
し
て
い
な
い
方
は
、
市
社
会
福

祉
事
務
所
へ
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
Q

中
小
企
業
退
職
金
共
済

制
度
説
明
会
を
開
催

　
こ
の
ほ
ど
、
中
小
企
業
退
職
金
共

済
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

こ
の
法
改
正
の
説
明
と
同
制
度
の
加

入
促
進
を
図
る
た
め
、
つ
ぎ
の
と
お

り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
既

加
入
、
未
加
入
者
（
一
人
以
上
を
雇

用
し
て
い
る
企
業
主
）
と
も
是
非
お

い
で
く
だ
さ
い
。

　
（
長
岡
労
政
事
務
所
小
出
支
所
）

　
と
　
　
き

　
　
　
十
月
二
十
二
日
午
後
一
時

　
と
こ
ろ

　
　
　
市
商
工
福
祉
会
館
ホ
ー
ル
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毎月10日電
’

几
又市

撒
日難

　　　みのりの秋を楽しむ

　とり入れもようやく終えて、みのりの秋に感謝する農協祭りがこ

としもにぎやかに開かれた　　。
　稲作技術を紹介する農業技術展、農産物展覧会と即売会・さらに

生活と味コーナーなど多彩な催しものがずらり。
　特に、農家が丹精こめた野菜、果物、盆栽等を陳列する展覧会場
が人気を呼び、集まった市民の目を大いに楽しませた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11月2・3日一市農協本所一）

ふるさとに生きる

　　　□229号□


